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 要 旨   
目的： アルコールと高血圧との関連については、男性と女性でいくらか混乱がある。多

くの研究で、男性ではアルコール消費量と高血圧発症の危険性は比例関係にあることが示

されている。一方、女性では中等度のアルコール摂取は高血圧の危険性に対して防御効果

があることが示されている。本研究の目的は系統的レビューとメタアナリシスによって、

平均的 1 日アルコール消費量と高血圧の危険性における用量－応答関連を分析することで

ある。 
計画： 10 のデータベースでコンピュータ補助による検索を行い、関係する論文について

はさら個々に検索を行った。これらには、縦断研究、アルコール消費量の定量的解析、結

果の生物学的解析を行っている研究のみが含まれる。用量－応答関連の評価は、一次線形

回帰と二次多項回帰によって行った。不均一性や出版バイアスは補正した。 
結果： 米国、日本、韓国の文献から総数で 12 のコホート研究を抽出した。男性での飲酒

量と高血圧発症危険性との関連で、純アルコール 50 g/日で相対危険 1.57、100 g/日で相対

危険度 2.47 の直線的な関連性が認められた。女性でのメタアナリシスは、以前報告されて

いたのよりも緩やかな高血圧抑制効果（J－曲線）を示した：有意な抑制効果は純アルコー

ル 5 g/日以下で認められ、50 g/日の摂取で相対危険度 1.81、100 g/日の摂取で相対危険 2.81
の直線的用量－応答関連が見られた。男性では、非アジア人種よりもアジア人種の方が高

血圧発症の危険性が高かった。 
結論： 高血圧発症の危険性はアルコール消費量に比例して高くなる。男性、女性、共に、

高血圧防止のためにはアルコール摂取を控えるように助言すべきである。 
 
 
 

  




